
(57)【要約】
【課題】施工管理者等が常に最新の工事工程や作業員・
資機材の調達状況等を確認できるようにする。
【解決手段】施工管理者６は、携帯用情報端末機器５を
用いてサーバ１に接続し、毎日の工事工程等の施工予定
データを閲覧して施工管理を行うとともに、毎日の作業
の進捗状況、人員の稼働状況および資機材の稼働状況等
の施工実績データを前記携帯用情報端末機器５を用いて
サーバ１に送る。工事管理事務所３では、前記ブラウザ
機能付きコンピュータ４を用いてサーバ１に接続し、前
記施工実績データを取出し、それらのデータに基づき施
工状況を把握するとともに、次工程以降の工程計画を見
直し、更新された毎日の工事工程、人員の業務予定およ
び資機材の搬入予定等の施工予定データをサーバ１のデ
ータファイルに入力する、ことを日々繰り返す。



【特許請求の範囲】
【請求項１】サーバ機能を有するコンピュータを中継し
ながらインターネット回線を介して相互通信可能とされ
る条件の下で、少なくとも、前記サーバ機能を有するコ
ンピュータの施工管理データを閲覧可能かつ施工管理デ
ータを入力可能とされるとともに、工事管理事務所に設
置されるブラウザ機能付きコンピュータまたはブラウザ
機能付き携帯用情報端末機器と、前記サーバ機能を有す
るコンピュータの施工管理データを閲覧可能かつ施工管
理データを入力可能とされるとともに、現場で施工管理
を行う施工管理者が携帯するブラウザ機能付き携帯用情
報端末機器とを備える施工管理システムであって、
前記サーバ機能を有するコンピュータは、毎日の工事工
程、人員の業務予定および資機材の搬入予定の内の１つ
または複数を含む施工予定データ、並びに毎日の作業の
進捗状況、人員の稼働状況および資機材の稼働状況の内
の１つまたは複数を含む施工実績データを夫々保存する
ファイル格納部を有し、
前記工事管理事務所において、前記ブラウザ機能付きコ
ンピュータまたはブラウザ機能付き携帯用情報端末機器
を用いて、毎日の工事工程、人員の業務予定および資機
材の搬入予定の内の１つまたは複数を含む施工予定デー
タをサーバ機能を有するコンピュータのファイル格納部
に入力し、
前記施工管理者は、携帯用情報端末機器を用いて前記サ
ーバ機能を有するコンピュータに接続し、毎日の工事工
程、人員の業務予定および資機材の搬入予定の内の１つ
または複数を含む施工予定データを閲覧して施工管理を
行うとともに、毎日の作業の進捗状況、人員の稼働状況
および資機材の稼働状況の内の１つまたは複数を含む施
工実績データを前記携帯用情報端末機器を用いてサーバ
機能を有するコンピュータのファイル格納部に入力し、
前記工事管理事務所では、前記ブラウザ機能付きコンピ
ュータまたはブラウザ機能付き携帯用情報端末機器を用
いて前記サーバ機能を有するコンピュータに接続し、前
記毎日の作業の進捗状況、人員の稼働状況および資機材
の稼働状況の内の１つまたは複数を含む施工実績データ
を取出し、それらのデータに基づき施工状況を把握する
とともに、次工程以降の工程計画を見直し、更新された
毎日の工事工程、人員の業務予定および資機材の搬入予
定の内の１つまたは複数を含む施工予定データをサーバ
機能を有するコンピュータのファイル格納部に入力す
る、ことを逐次繰り返すようにしたことを特徴とするイ
ンターネットを活用した施工管理システム。
【請求項２】前記毎日の工事工程、人員の業務予定およ
び資機材の搬入予定の内の１つまたは複数を含む施工予
定データは、工事管理事務所あるいは施工管理者から前
記サーバ機能を有するコンピュータに入力されると同時
に、前記サーバ機能を有するコンピュータ内にある発注
機関用、本・支店用、プロジェクト・マネージャー用、

コンストラクション・マネージャー用、設計監理会社用
および保証事業会社用の内の１つまたは複数を含む組合
せからなるファイル格納部のそれぞれに入力され、
発注機関、本・支店、プロジェクトマネージャー、コン
ストラクションマネージャー、設計監理会社および保証
事業会社の内の１つまたは複数を含む組合せからなる工
事関係者が、ブラウザ機能付きコンピュータまたはブラ
ウザ機能付き携帯用情報端末機器を用い、サーバ機能を
有するコンピュータに接続し、毎日の工事工程、人員の
業務予定および資機材の搬入予定の内の１つまたは複数
を含む施工予定データを閲覧可能とするとともに、発注
機関、本・支店、プロジェクトマネージャー、コンスト
ラクションマネージャー、設計監理会社および保証事業
会社の内の１つまたは複数を含む組合せからなる工事関
係者からの施工管理に関わる指示・連絡事項のデータ
を、サーバ機能を有するコンピュータ内の発注機関用、
本・支店用、プロジェクト・マネージャー用、コンスト
ラクション・マネージャー用、設計監理会社用および保
証事業会社用の内の１つまたは複数を含む組合せからな
る各ファイル格納部に記録するとともに、工事管理事務
所および／または施工管理者に自動転送するようにした
請求項１記載のインターネットを活用した施工管理シス
テム。
【請求項３】工事管理事務所または施工管理者は、翌日
以降の作業員の調達予定および資機材の調達予定データ
を、ブラウザ機能付きコンピュータまたは携帯用情報端
末機器によりサーバ機能を有するコンピュータ内にある
当該現場の作業員・資機材調達用のファイル格納部に入
力し、
前記サーバ機能を有するコンピュータにおいて、他の工
事管理事務所および施工管理者からの調達予定データと
合わせて、全工事管理事務所および施工管理者からの作
業員・資機材の調達予定数量が自動的に集計されるとと
もに、本支店の工事管理部門に作業員・資機材の調達予
定情報を自動的に転送するようにし、本支店の工事管理
部門では、ブラウザ機能付きコンピュータまたは携帯用
情報端末機器を用いて、転送された調達予定データを確
認するとともに、前記作業員・資機材の調達予定データ
に基づいて協力会社および／または資機材提供会社に対
し調達を行い、その調達状況をブラウザ機能付きコンピ
ュータまたは携帯用情報端末機器を用いてサーバ機能を
有するコンピュータの作業員・資機材調達用のファイル
格納部に入力するとともに、前記サーバ機能を有するコ
ンピュータを介して前記各現場毎の調達状況が自動的に
各工事管理事務所および／または施工管理者宛に自動転
送されるようにした請求項１、２いずれかに記載のイン
ターネットを活用した施工管理システム。
【請求項４】工事管理事務所または施工管理者は、翌日
以降の作業員の調達予定および資機材の調達予定データ
を、ブラウザ機能付きコンピュータまたは携帯用情報端
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末機器により前記サーバ機能を有するコンピュータ内に
ある当該現場の作業員・資機材調達用のファイル格納部
に入力すると、サーバ機能を有するコンピュータは前記
調達予定データを調達先の協力会社および／または資機
材提供会社に自動的に転送し、
調達先の協力会社および／または資機材提供会社が、ブ
ラウザ機能付きコンピュータまたは携帯用情報端末機器
を用いて、転送された調達予定データを確認するととも
に、必要な作業員および／または資機材の調達を行い、
その調達状況を前記ブラウザ機能付きコンピュータまた
は携帯用情報端末機器を用いて作業員・資機材調達用の
ファイル格納部に入力するとともに、前記サーバ機能を
有するコンピュータを介して前記各現場毎の調達状況が
自動的に各工事管理事務所および／または施工管理者宛
に自動転送されるようにした請求項１、２いずれかに記
載のインターネットを活用した施工管理システム。
【請求項５】工事管理事務所、施工管理者または本支店
の工事管理部門では、ブラウザ機能付きコンピュータま
たは携帯用情報端末機器を用いて、サーバ機能を有する
コンピュータに接続し、見積情報ホームページ内の見積
情報用ファイル格納部に調達する作業員・資機材の仕様
・数量等の調達条件および希望価格等の見積情報を入
力、保存するとともに、既往の取引企業に対し前記見積
情報を自動的に転送するようにし、
前記既往の取引企業および新規企業は、ブラウザ機能付
きコンピュータまたは携帯用情報端末機器を用いて見積
情報ホームページを閲覧し、調達条件や希望価格などの
情報を入手し、見積条件や見積価格をブラウザ機能付き
コンピュータまたは携帯用情報端末機器を用いて前記サ
ーバ機能を有するコンピュータ内の見積結果用ファイル
格納部に入力し、
前記サーバ機能を有するコンピュータにおいて、各社の
見積結果の情報を見積価格順に見積結果ホームページに
掲載するようにした請求項１～４いずれかに記載のイン
ターネットを活用した施工管理システム。
【請求項６】前記既往の取引企業および新規企業は、前
記見積結果ホームページにおいて見積価格の動向を見な
がら、随時、自社の見積価格を変更し、ブラウザ機能付
きコンピュータまたは携帯用情報端末機器を用いて再入
札可能としてある請求項５記載のインターネットを活用
した施工管理システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、インターネットを
活用して、現場の施工管理業務の効率化を図り、生産性
を向上できるようにした施工管理システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】建設工事においては、生産性向上やコス
ト縮減のために最適な工程計画を作成し、これに従って
施工管理を進めることが非常に重要である。

【０００３】しかしながら、実際の現場では、天候の急
変や、予想外の地盤・地下水の悪条件、詳細設計が間に
合わないこと、作業員や資機材の調達の遅延など、様々
な不確実で、変動の大きな要素が多く、それらが工程の
遅延を招き、ひいては生産性向上やコスト縮減の妨げと
なっている。
【０００４】よって、生産性向上やコスト縮減のために
は、着工時点のみでなく、施工段階においても、毎日の
進捗状況や作業員・資機材の稼動（使用）状況等の施工
状況をリアルタイムで確認し、施工管理状況を常時把握
するとともに、次工程以降の工程計画を見直し、工事工
程や作業員・資機材の調達予定等を逐次更新し、それに
基づいて、施工管理を行うことが極めて重要となる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
建設現場などでは、毎日の出来高や資機材の使用量等、
および作業員・資機材の調達の連絡は、専ら管理部門に
電話（携帯電話を含む）の音声通信により行い、週間や
月間の出来高のデータは、パソコンやインターネットを
利用して、管理部門に送付するなどしていた。その結
果、次のような問題点が生じていた。
【０００６】 現場全体の施工状況や作業員・資機材の
調達状況の管理は、管理部門が統括して行うシステムと
なっているため、現場にいる施工管理者がリアルタイム
に工事工程や作業員・資機材の調達状況を確認できない
とともに、各施工管理者が他の作業区域の工事工程およ
び作業員・資機材の調達状況を知るためには、管理部門
に出向かわなければそれらの確認を行うことが出来ない
などの問題があった。
【０００７】 電話（携帯電話を含む）の音声による連
絡では、管理部門への電話が集中して繋がり難くかった
り、データを転記する煩わしさがあるとともに、多くの
人手を要し、作業効率は低い。また、転記ミスの可能性
もある。さらに、作業員・資機材の調達の連絡におい
て、連絡が間に合わず、的確なものを調達できなかった
り、不足をきたす場合もある。
【０００８】前述した問題点を解決するために、特開２
０００－１９８６号公報では、工事管理に必要な共有デ
ータを有し、インターネットに接続されたサーバ機能付
きコンピュータを設置し、現場に出向く施工管理者にモ
バイルパーソナルコンピュータなどのブラウザ機能付き
携帯用情報端末機器を持たせ、前記サーバ機能付きコン
ピュータに接続して、共有データに対し工事管理用デー
タをリアルタイムに参照可能とする工事管理システムが
提案されている。
【０００９】しかし、この特開２０００－１９８６号公
報の管理システムの場合であっても、毎日の工事工程等
が常に最新のものである保証はなく、共有データの更新
が遅れたり、更新サイクルが長いと、施工管理者による
工事進捗状況の誤認が生じるなどの問題があった。

(3)                   特開２００２－１８８２９０
3 4

10

20

30

40

50

10

20

30

40

50



【００１０】また、出来高等のデータは、インターネッ
トにより管理部門に送られる場合があるが、管理データ
として用いられるだけで、データに基づき毎日の施工管
理状況を検討し、再度、現場にフィードバックし、次工
程以降（翌週、翌月等）の工程計画や施工管理に用いる
ようなことは行われていない。
【００１１】一方、作業員や資機材の調達費用を低減す
るため、作業員・資機材の調達先や調達価格を調達毎に
変更しようとしても、現行では、既往の取引先から電話
やＦＡＸで見積りを取っているため、かなりの労力と時
間を要するとともに、的確な調達先、調達費用で調達す
ることは難しい。特に、新規の取引先と行うには、連絡
を取り合うにも多くの手間と時間を要し、困難である。
【００１２】そこで本発明の主たる第１の課題は、前述
の問題点を解消し、施工管理者等が常に最新の工事工程
や作業員・資機材の調達状況を確認できるようにするこ
とにある。
【００１３】また第２の課題は、前記第１課題に加え、
従来多くの手間と時間を要していた作業員・資機材の調
達作業を効率化かつ容易化することにある。
【００１４】さらに第３の課題は、新たな調達品等があ
る場合に、見積り等の取得を容易化し、施工管理の効率
化を図ることにある。
【００１５】
【課題を解決するための手段】前記第１課題を解決し得
る請求項１記載の本発明として、サーバ機能を有するコ
ンピュータを中継しながらインターネット回線を介して
相互通信可能とされる条件の下で、少なくとも、前記サ
ーバ機能を有するコンピュータの施工管理データを閲覧
可能かつ施工管理データを入力可能とされるとともに、
工事管理事務所に設置されるブラウザ機能付きコンピュ
ータまたはブラウザ機能付き携帯用情報端末機器と、前
記サーバ機能を有するコンピュータの施工管理データを
閲覧可能かつ施工管理データを入力可能とされるととも
に、現場で施工管理を行う施工管理者が携帯するブラウ
ザ機能付き携帯用情報端末機器とを備える施工管理シス
テムであって、前記サーバ機能を有するコンピュータ
は、毎日の工事工程、人員の業務予定および資機材の搬
入予定の内の１つまたは複数を含む施工予定データ、並
びに毎日の作業の進捗状況、人員の稼働状況および資機
材の稼働状況の内の１つまたは複数を含む施工実績デー
タを夫々保存するファイル格納部を有し、前記工事管理
事務所において、前記ブラウザ機能付きコンピュータま
たはブラウザ機能付き携帯用情報端末機器を用いて、毎
日の工事工程、人員の業務予定および資機材の搬入予定
の内の１つまたは複数を含む施工予定データをサーバ機
能を有するコンピュータのファイル格納部に入力し、前
記施工管理者は、携帯用情報端末機器を用いて前記サー
バ機能を有するコンピュータに接続し、毎日の工事工
程、人員の業務予定および資機材の搬入予定の内の１つ

または複数を含む施工予定データを閲覧して施工管理を
行うとともに、毎日の作業の進捗状況、人員の稼働状況
および資機材の稼働状況の内の１つまたは複数を含む施
工実績データを前記携帯用情報端末機器を用いてサーバ
機能を有するコンピュータのファイル格納部に入力し、
前記工事管理事務所では、前記ブラウザ機能付きコンピ
ュータまたはブラウザ機能付き携帯用情報端末機器を用
いて前記サーバ機能を有するコンピュータに接続し、前
記毎日の作業の進捗状況、人員の稼働状況および資機材
の稼働状況の内の１つまたは複数を含む施工実績データ
を取出し、それらのデータに基づき施工状況を把握する
とともに、次工程以降の工程計画を見直し、更新された
毎日の工事工程、人員の業務予定および資機材の搬入予
定の内の１つまたは複数を含む施工予定データをサーバ
機能を有するコンピュータのファイル格納部に入力す
る、ことを逐次繰り返すようにしたことを特徴とするイ
ンターネットを活用した施工管理システムが提供され
る。
【００１６】本請求項１記載の発明では、現場で実際の
施工管理を行う技術者は、常に更新された最新のデータ
に基づき、施工予定を閲覧して施工管理を行うことが可
能になるとともに、毎日の作業の進捗状況や資機材の使
用実績等のデータを携帯情報端末を用いてサーバに入
力、保存する。このように、現場で実際の施工管理を行
う技術者が工事管理事務所とともに、最新の施工管理状
況を把握し、次工程以降の工程計画の見直しを逐次効率
的に行えるようになる。
【００１７】また、請求項２記載の発明として、前記毎
日の工事工程、人員の業務予定および資機材の搬入予定
の内の１つまたは複数を含む施工予定データは、工事管
理事務所あるいは施工管理者から前記サーバ機能を有す
るコンピュータに入力されると同時に、前記サーバ機能
を有するコンピュータ内にある発注機関用、本・支店
用、プロジェクト・マネージャー用、コンストラクショ
ン・マネージャー用、設計監理会社用および保証事業会
社用の内の１つまたは複数を含む組合せからなるファイ
ル格納部のそれぞれに入力され、発注機関、本・支店、
プロジェクトマネージャー、コンストラクションマネー
ジャー、設計監理会社および保証事業会社の内の１つま
たは複数を含む組合せからなる工事関係者が、ブラウザ
機能付きコンピュータまたはブラウザ機能付き携帯用情
報端末機器を用い、サーバ機能を有するコンピュータに
接続し、毎日の工事工程、人員の業務予定および資機材
の搬入予定の内の１つまたは複数を含む施工予定データ
を閲覧可能とするとともに、発注機関、本・支店、プロ
ジェクトマネージャー、コンストラクションマネージャ
ー、設計監理会社および保証事業会社の内の１つまたは
複数を含む組合せからなる工事関係者からの施工管理に
関わる指示・連絡事項のデータを、サーバ機能を有する
コンピュータ内の発注機関用、本・支店用、プロジェク
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ト・マネージャー用、コンストラクション・マネージャ
ー用、設計監理会社用および保証事業会社用の内の１つ
または複数を含む組合せからなる各ファイル格納部に記
録するとともに、工事管理事務所および／または施工管
理者に自動転送するようにした請求項１記載のインター
ネットを活用した施工管理システムが提供される。
【００１８】本請求項２記載の発明では、発注機関およ
び自社の本支店工事管理部門等が、ブラウザ機能付きコ
ンピュータまたはブラウザ機能付き携帯用情報端末機器
を用い、サーバ機能を有するコンピュータに接続し、毎
日の工事工程や作業員・資機材の調達等の施工予定デー
タを閲覧可能となる。また、工事管理事務所および施工
管理者は、ブラウザ機能付きコンピュータまたはブラウ
ザ機能付き携帯用情報端末機器を用い、サーバ機能を有
するコンピュータに随時接続することで、発注機関また
は自社の本支店工事管理部門等からの指示・連絡事項を
送付できるようになる。
【００１９】次いで、第２課題に対応する請求項３記載
の発明として、工事管理事務所または施工管理者は、翌
日以降の作業員の調達予定および資機材の調達予定デー
タを、ブラウザ機能付きコンピュータまたは携帯用情報
端末機器によりサーバ機能を有するコンピュータ内にあ
る当該現場の作業員・資機材調達用のファイル格納部に
入力し、前記サーバ機能を有するコンピュータにおい
て、他の工事管理事務所および施工管理者からの調達予
定データと合わせて、全工事管理事務所および施工管理
者からの作業員・資機材の調達予定数量が自動的に集計
されるとともに、本支店の工事管理部門に作業員・資機
材の調達予定情報を自動的に転送するようにし、本支店
の工事管理部門では、ブラウザ機能付きコンピュータま
たは携帯用情報端末機器を用いて、転送された調達予定
データを確認するとともに、前記作業員・資機材の調達
予定データに基づいて協力会社および／または資機材提
供会社に対し調達を行い、その調達状況をブラウザ機能
付きコンピュータまたは携帯用情報端末機器を用いてサ
ーバ機能を有するコンピュータの作業員・資機材調達用
のファイル格納部に入力するとともに、前記サーバ機能
を有するコンピュータを介して前記各現場毎の調達状況
が自動的に各工事管理事務所および／または施工管理者
宛に自動転送されるようにした請求項１、２いずれかに
記載のインターネットを活用した施工管理システムが提
供される。
【００２０】本請求項３記載の発明は、本支店の工事管
理部門が各現場における調達予定の作業員・資機材をま
とめて、定められた調達先から調達する場合のものであ
る。本システムでは、翌日以降の作業員や資機材の調達
予定を迅速かつ正確に工事管理部門に連絡し、工事管理
部門では全現場の調達予定を迅速に集計し、効率的に調
達を行うとともに、その調達状況をリアルタイムで各工
事管理事務所にフィードバックし、工事管理事務所では

調達状況を確認した後、次の工程に確実に進めることが
できる。
【００２１】前記第２課題に対応する請求項４記載の発
明として、工事管理事務所または施工管理者は、翌日以
降の作業員の調達予定および資機材の調達予定データ
を、ブラウザ機能付きコンピュータまたは携帯用情報端
末機器により前記サーバ機能を有するコンピュータ内に
ある当該現場の作業員・資機材調達用のファイル格納部
に入力すると、サーバ機能を有するコンピュータは前記
調達予定データを調達先の協力会社および／または資機
材提供会社に自動的に転送し、調達先の協力会社および
／または資機材提供会社が、ブラウザ機能付きコンピュ
ータまたは携帯用情報端末機器を用いて、転送された調
達予定データを確認するとともに、必要な作業員および
／または資機材の調達を行い、その調達状況を前記ブラ
ウザ機能付きコンピュータまたは携帯用情報端末機器を
用いて作業員・資機材調達用のファイル格納部に入力す
るとともに、前記サーバ機能を有するコンピュータを介
して前記各現場毎の調達状況が自動的に各工事管理事務
所および／または施工管理者宛に自動転送されるように
した請求項１、２いずれかに記載のインターネットを活
用した施工管理システムが提供される。
【００２２】本請求項４記載の発明は、各現場がそれぞ
れ、定められた調達先から作業員・資機材を調達する場
合のものである。本システムでは、翌日以降の作業員や
資機材の調達予定を迅速かつ正確に協力会社・資機材提
供会社に連絡し、協力会社・資機材提供会社では調達予
定を迅速かつ正確に把握することが可能になるととも
に、効率的に調達を行うことができる。また、その調達
状況をリアルタイムで各工事管理事務所にフィードバッ
クできることから、工事管理事務所では調達状況を確認
してから、次の工程に確実に進めることができる。
【００２３】さらに第３課題に対応する請求項５記載の
発明として、工事管理事務所、施工管理者または本支店
の工事管理部門では、ブラウザ機能付きコンピュータま
たは携帯用情報端末機器を用いて、サーバ機能を有する
コンピュータに接続し、見積情報ホームページ内の見積
情報用ファイル格納部に調達する作業員・資機材の仕様
・数量等の調達条件および希望価格等の見積情報を入
力、保存するとともに、既往の取引企業に対し前記見積
情報を自動的に転送するようにし、前記既往の取引企業
および新規企業は、ブラウザ機能付きコンピュータまた
は携帯用情報端末機器を用いて見積情報ホームページを
閲覧し、調達条件や希望価格などの情報を入手し、見積
条件や見積価格をブラウザ機能付きコンピュータまたは
携帯用情報端末機器を用いて前記サーバ機能を有するコ
ンピュータ内の見積結果用ファイル格納部に入力し、前
記サーバ機能を有するコンピュータにおいて、各社の見
積結果の情報を見積価格順に見積結果ホームページに掲
載するようにした請求項１～４いずれかに記載のインタ
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ーネットを活用した施工管理システムが提供される。
【００２４】この場合において、前記既往の取引企業お
よび新規企業は、前記見積結果ホームページにおいて見
積価格の動向を見ながら、随時、自社の見積価格を変更
し、ブラウザ機能付きコンピュータまたは携帯用情報端
末機器を用いて再入札可能とするのが望ましい。
【００２５】本請求項５記載の発明は、作業員や資機材
の調達先や調達価格を調達毎に逆オークションで決める
場合を示したものである。本システムでは、協力会社・
資機材提供会社（新規・既往）が、見積価格の動向を見
ながら、随時、自社の見積価格を変更し、パソコンある
いは携帯用情報端末機器を用いて、再入札することがで
きる。工事管理事務所あるいは本支店の工事管理部門、
ならびに協力会社・資機材提供会社（新規・既往）は、
ブラウザ機能付きコンピュータまたは携帯用情報端末機
器を用いて、見積価格の結果を知ることができるととも
に、再入札できるようになる。
【００２６】なお、本発明において、前記「携帯用情報
端末機器」とは、インターネット回線を介してサーバ機
能を有するコンピュータと相互通信とされ、サーバ機能
を有するコンピュータ内のデータをブラウザ機能により
表示し、かつ文字情報等を送信可能な通信機器を言う。
具体的には、インターネット接続可能で文字情報等を扱
える携帯電話、簡易型携帯電話（商標：ＰＨＳ）、モバ
イルコンピュータなどの携帯端末（ＰＤＡ）、携帯電話
と接続されたノート型パーソナルコンピュータなどを挙
げることができる。
【００２７】
【発明の実施の形態】図１は本発明に係るインターネッ
トを活用した施工管理システムの概念図であり、図２は
第１の施工管理システム例のブロック図、図３は第２の
施工管理システム例のブロック図である。
【００２８】〔システム全体の装置構成〕本施工管理シ
ステムは、図１に示されるように、少なくとも、サーバ
機能を有するコンピュータ１を中継しながらインターネ
ット回線２、２…を介して相互通信可能とされる条件の
下で、工事管理事務所３に設置された、前記サーバ機能
を有するコンピュータ１の施工管理データを閲覧可能と
されるとともに、前記施工管理データを入力可能とされ
るブラウザ機能付きコンピュータ４またはブラウザ機能
付き携帯用情報端末機器５と、現場で実際に施工管理を
行う施工管理者６が携帯する前記サーバ機能を有するコ
ンピュータ１の施工管理データを閲覧可能とされるとと
もに、前記施工管理データを入力可能とされる携帯用情
報端末機器５とを備える施工管理システムである。
【００２９】前記サーバ機能を有するコンピュータ１
（以下、単にサーバという。）は、インターネット回線
と常時接続されていれば、所謂プロバイダーと呼ばれる
接続業者側に設けても良いし、工事管理事務所３または
本・支店等に設置するようしてもよい。

【００３０】前記工事管理事務所３に設置されたブラウ
ザ機能付きコンピュータ４は、具体的にはコンピュータ
本体、キーボードおよびディスプレイなどからなるもの
で汎用品を使用することができ、ハブ、ＰＩＡＦＳ対応
のルータを介して、ＩＳＤＮ回線に通信可能に接続さ
れ、インターネット回線を通じて前記サーバ１に接続可
能とされる。また、ブラウザ機能付き携帯用情報端末機
器５は、インターネット回線を介してサーバ機能を有す
るコンピュータと相互通信とされ、サーバ機能を有する
コンピュータ内のデータをブラウザ機能により表示し、
かつ文字情報等を送信可能な通信機器を言う。具体的に
はインターネット接続可能で文字情報等を扱える携帯電
話、簡易型携帯電話（商標：ＰＨＳ）、モバイルコンピ
ュータなどの携帯端末（ＰＤＡ）、携帯電話と接続され
たノート型パーソナルコンピュータなどを挙げることが
できる。前記コンピュータ４のブラウザとしては、ネッ
トスケープナビゲータ（登録商標）やインターネットエ
クスプローラ（登録商標）などの汎用ブラウザを使用す
ることができ、携帯電話等では予め組み込まれた専用ブ
ラウザを使用することができる。
【００３１】また、発注機関７や本・支店８、さらに協
力会社９、資機材提供会社１０にもブラウザ機能付きコ
ンピュータ４または携帯用情報端末機器５を備え、任意
時に前記サーバ１に対してインターネット回線２を介し
て接続可能とされ、工事関連情報が閲覧可能かつ所定の
情報を送信可能となっている。
【００３２】〔施工管理システム〕以下、図２に示され
る第１形態例に係る施工管理システムについて具体的に
詳述する。
【００３３】〈工事管理事務所－施工管理者〉工事管理
事務所３では、工事の着工前に作成した施工計画書に基
づき、工程計画（月間・週間・日々）を作成する。この
工程計画には、次工程（例：翌日、翌週、翌月）以降の
工事工程、作業員の業務予定、資機材の使用予定等が含
まれる。そして、これらの情報に基づいて、職員の業務
計画を策定するとともに、作業員や資機材の手配を行
う。
【００３４】前記工事工程、職員や作業員の業務予定、
資機材の搬入予定等の施工予定データはインターネット
回線２を通じて前記サーバ１に送信され、サーバ１内の
施工予定データファイル１１に記録される。
【００３５】一方、現場で実際の施工管理を行う施工管
理者６は、携帯している携帯用情報端末機器５を用いて
サーバ１に接続し、前記工事工程、職員や作業員の業務
予定、資機材の搬入予定等の施工予定データを閲覧し、
工事工程等を確認した後、施工管理を行う。そして、一
日の作業終了後に、その日の作業の進捗や、作業員や資
機材の稼働（使用）状況等の施工実績データを前記携帯
用情報端末機器５を用いて入力し、インターネット回線
を通じてサーバ１に送付する。この施工実績データは、
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サーバ１内の施工実績データファイル１２に記録され
る。
【００３６】その後、工事管理事務所３では、ブラウザ
機能付きコンピュータ４または携帯用情報端末機器５を
用いてサーバ１に接続し、毎日の作業進捗、作業員や資
機材の稼働状況等の施工実績データを取り出し、それら
の施工実績データに基づき、作業の進捗状況、作業員や
資機材の稼働状況等を把握するとともに、次工程以降の
工程計画の見直しを行い、更新された工事工程、作業員
の業務予定および資機材の使用予定等の施工予定データ
をサーバ１に送信する。この施工予定データは、サーバ
１内の施工予定データファイル１１に追加記録され、前
回の施工予定データが更新される。
【００３７】以上のように、本施工管理システムでは、
工事管理事務所３からサーバ１に記録された工程計画が
現場の施工管理者６からサーバ１に送られた施工実績デ
ータに基づいて、絶えず更新されるシステムが構築され
る。換言すれば、施工関連情報が工事管理事務所３と施
工管理者６との間でループ的に更新されながら循環する
ようになるため、実際に現場で施工管理を行う施工管理
者６は、常に更新された最新のデータに基づいて施工管
理を行えるようになる。また、工事管理事務所３では、
最新の施工管理状況が把握可能になるとともに、次工程
以降の工程計画の見直しを逐次効率的に行えるようにな
る。
【００３８】〈発注機関および本・支店の工事管理部門
等の工事関係者〉前記施工予定データおよび施工実績デ
ータは、工事管理事務所３あるいは施工管理者６からサ
ーバ１に入力されると同時に、サーバ１内にある発注機
関用、本・支店用、プロジェクト・マネージャー用、コ
ンストラクション・マネージャー用、設計監理会社用お
よび保証事業会社用の内の１つまたは複数を含む組合せ
からなるデータファイル１３、１４…群のそれぞれに自
動的に記録される。なお、図２では、発注機関用１３、
本・支店用１４のみを図示してある。
【００３９】発注機関７、自社の本支店８の工事管理部
門、プロジェクトマネージャー、コンストラクションマ
ネージャー、設計監理会社および保証事業会社の内の１
つまたは複数を含む組合せからなる工事関係者は、ブラ
ウザ機能付きコンピュータ４または携帯用情報端末機器
５を用いて、インターネット回線２を介してサーバ１に
接続し、施工予定や進捗状況を閲覧可能になるととも
に、施工管理に関わる指示・連絡のデータを、インター
ネット回線２を介して、サーバ１の発注機関用、本・支
店用、プロジェクト・マネージャー用、コンストラクシ
ョン・マネージャー用、設計監理会社用および保証事業
会社用の内の１つまたは複数を含む組合せからなる各フ
ァイル格納部１３、１４…の各データファイル１３、１
４…に夫々記録するとともに、工事管理事務所３および
施工管理者６に自動転送することができる。

【００４０】工事管理事務所３および施工管理者６で
は、発注機関、本・支店工事管理部門、プロジェクトマ
ネージャー、コンストラクションマネージャー、設計監
理会社および保証事業会社の内の１つまたは複数を含む
組合せからなる工事関係者からの指示・連絡事項を確認
し、次以降の工程計画に反映させ、工程管理を行うこと
ができる。
【００４１】〈作業員・資機材の調達連絡（その１）〉
図２に示される作業員・資機材の調達連絡（その１）で
は、本・支店(2)８Ａの工事管理部門が各現場の調達予
定をまとめて、定められた調達先が調達する場合の例を
示している。
【００４２】先ず、工事管理事務所３および現場の施工
管理者６は、翌日以降の作業員の調達予定、資機材の調
達予定の調達予定データを、ブラウザ機能付きコンピュ
ータ４または携帯用情報端末機器５を用いて、インター
ネット回線を介してサーバ１に接続し、入力する。
【００４３】これらの調達予定データは、入力と同時
に、サーバ１内にある各現場の作業員・資機材の調達予
定データファイル１５に記録されるとともに、他の現場
からの調達予定のデータと合わせて、全体の作業員・資
機材の調達予定数量が仕様毎に自動的集計される。また
同時に、本・支店(2)８Ａの工事管理部門にその入力情
報が自動的に送付される。本・支店(2)８Ａの工事管理
部門では、各現場毎の作業員・資機材の調達予定状況や
全現場の調達予定数量を確認し、協力会社９Ａ～９Ｄお
よび資機材提供会社１０Ａ～１０Ｄに対し調達を行う。
【００４４】その調達状況は、随時、ブラウザ機能付き
コンピュータ４または携帯用情報端末機器５を用いて、
インターネット回線を介してサーバ１内の各現場の作業
員・資機材調達状況、業務（搬入）予定データファイル
１６に入力されるとともに、この作業員・資機材調達状
況等のデータが自動的に工事管理事務所３、３…宛に提
供される。工事管理事務所３、３…では、調達状況等を
確認してから、次の工程に進めることができる。
【００４５】〈作業員・資機材の調達連絡（その２）〉
図３に示される作業員・資機材の調達連絡（その２）
は、各現場で、定められた調達先から調達する場合の作
業員・資機材の調達連絡システムを示したものである。
他のシステム構成は図２と同様であるため、説明は省略
する。
【００４６】各現場がそれぞれ、定められた調達先から
作業員・資機材を調達する場合、工事管理事務所３また
は現場の施工管理者６は、翌日以降のそれらの調達予定
のデータを、ブラウザ機能付きコンピュータ４または携
帯用情報端末機器５を用い、インターネット回線２を介
してサーバ１に接続し、入力する。
【００４７】これらのデータは、サーバ１内にある当該
現場の作業員・資機材調達予定のデータファイル１７に
記録されるとともに、調達先の協力会社・資機材提供業
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者９（１０）にその入力情報が自動的に送付される。
【００４８】調達先の協力会社９および資機材提供会社
１０では、ブラウザ機能付きコンピュータ４または携帯
用情報端末機器５を用いて、送付された調達予定の情報
を確認するとともに、インターネット回線２を介してサ
ーバ１内の協力会社・資機材提供業者用データファイル
１９を閲覧することにより、毎日の工事工程、進捗状
況、作業員・資機材の調達予定・確保状況・業務予定を
確認し、必要な作業員や資機材の調達を行う。
【００４９】その調達状況は、随時、ブラウザ機能付き
コンピュータ４または携帯用情報端末機器５を用いて協
力会社・資機材提供業者用データファイル１９内の調達
状況データファイル１８に入力されるとともに、自動的
に工事管理事務所３宛に情報が提供される。工事管理事
務所３では、調達状況を確認してから、次の工程に進め
ることができる。
【００５０】このように、本システムでは、翌日以降の
作業員や資機材の調達予定を迅速かつ正確に協力会社９
・資機材提供会社１０に連絡し、協力会社・資機材提供
業者では調達予定を迅速かつ正確に把握でき、かつ効率
的に調達を行うことができる。また、その調達状況をリ
アルタイムで各工事管理事務所３にフィードバックでき
ることから、工事管理事務所３では調達状況を確認して
から、次の工程に確実に進むことができる。
【００５１】〈作業員・資機材の調達連絡（その３）〉
図４に示される作業員および資機材の調達連絡システム
（その３）は、作業員や資機材の調達先や調達価格を調
達毎に逆オークションで選定する場合を示したものであ
る。
【００５２】工事管理事務所３、現場の施工管理者６ま
たは本支店８の工事管理部門では、調達する作業員・資
機材の仕様・数量等の調達条件および希望価格等の見積
情報を、ブラウザ機能付きコンピュータ４または携帯用
情報端末機器５を用いて、インターネット回線２を介し
てサーバ１に送る。この見積情報はサーバ１内の見積情
報用データファイル２０に記録され、見積情報ホームペ
ージ上で誰でもが閲覧可能となる。前記見積情報は、サ
ーバ１に送付される際、既往の取引企業に対して自動的
に送付されるようになっている。
【００５３】既往の取引企業（協力会社・資機材提供会
社）２２Ａ～２２Ｃおよび新規企業２３では、ブラウザ
機能付きコンピュータ４または携帯用情報端末機器５を
用いて、インターネット回線２を介して見積情報ホーム
ページを閲覧し、調達条件や希望価格などの情報を入手
し、当該資料の調達を調整し、見積条件や見積価格を決
定するとともに、そのデータをブラウザ機能付きコンピ
ュータ４または携帯用情報端末機器５を用いて、インタ
ーネット回線２を介して、サーバ１内の見積結果用デー
タファイル２１に送付する。サーバ１では、各社の見積
結果の情報を見積価格などの順番に見積結果ホームペー

ジにリアルタイムで掲載し、工事管理事務所３または本
支店８の工事管理部門、ならびに協力会社・資機材提供
会社（新規・既往）２２Ａ～２２Ｃ、２３は、ブラウザ
機能付きコンピュータ４または携帯用情報端末機器５を
用いて、見積価格の動向を見ることができる。
【００５４】協力会社・資機材提供会社（新規・既往）
２２Ａ～２２Ｃ、２３は、見積価格の動向を見ながら、
随時、自社の見積価格を変更し、ブラウザ機能付きコン
ピュータ４または携帯用情報端末機器５を用いて、再入
札することができる。
【００５５】工事管理事務所３、現場の施工管理者６ま
たは本支店８の工事管理部門では、見積価格の動向や調
達条件を考慮して目的に合う会社を選定することができ
る。
【００５６】
【発明の効果】以上詳説のとおり本発明によれば、下記
のような効果が得られる。
【００５７】 毎日の施工予定が、工事管理事務所だけ
でなく、実際の現場においても、常時施工管理者が携帯
している携帯用情報端末機器を用いることにより、随
時、気軽に最新の工事工程等を閲覧することができ、適
確な施工管理に有効である。また、毎日の作業の進捗状
況や作業員・資機材の稼動（使用）状況について、常時
携帯しているブラウザ機能付きの携帯電話等の携帯情報
端末を用いることにより、電話による音声連絡に比べ、
容易かつ短時間、正確、低コストで記録することができ
る。
【００５８】 毎日の作業の進捗状況や、作業員・資機
材の稼動（使用）状況等の施工状況について、随時、最
新のデータがデジタルデータの状態で得られるため、最
新の施工管理状況（工程、原価等）を効率的に分析でき
るだけでなく、次工程以降の工程計画の見直し等も効率
的に行うことができる。また、各データは、適当なコン
バートを行うことにより、別の施工管理や原価管理など
のソフトへの転用や、発注機関等への提出書類へのデー
タ転用も簡単に行うことができる。
【００５９】 工事管理事務所内のみでなく、発注機関
や本支店の工事管理部門、あるいは工事管理事務所を離
れた工事管理者でも、ブラウザ付きコンピュータまたは
携帯用情報端末機器を用いることにより、毎日の施工予
定や施工状況を随時、簡単に閲覧することができるとと
もに、指示や連絡を現場管理者に伝えることができる。
【００６０】 作業員・資機材の調達連絡については、
本支店の工事管理部門が各現場の調達予定を纏めて、定
められた調達先から調達する場合、各現場はブラウザ付
きコンピュータまたは携帯用情報端末機器を用いること
により、調達予定を工事管理部門に容易かつ正確に伝達
できる。また、工事管理部門ではリアルタイムに作業員
や資機材の調達予定を確認でき、各項目の合計数量も自
動的に算定されるため、調達先と効率的に調整すること
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ができる。さらに、工事管理事務所では調達状況をリア
ルタイムで確認でき、工程管理などが無駄なく効率的に
行うことができる。
【００６１】 各現場で定められた調達先から作業員・
資機材を調達する場合、工事管理事務所または施工管理
者は、ブラウザ付きコンピュータまたは携帯用情報端末
機器を用いることにより、調達予定を協力会社・資機材
供給業者に容易かつ正確に伝達できる。また、協力会社
・資機材供給業者では、調達予定をリアルタイムで確認
できることから、効率的に調達することができる。さら
に、工事管理事務所では調達状況をリアルタイムで確認
でき、工程管理などが無駄なく効率的に行うことができ
る。
【００６２】 作業員や資機材の調達先や調達価格を調
達毎に逆オークションで選定する場合、ブラウザ機能付
きコンピュータまたは携帯用情報端末機器を用いること
により、短期間のうちに広範囲の会社から、適確な調達
先を選定でき、かつ、低コスト（作業員・資機材自体、
および通信コスト）で調達することができる。
【図面の簡単な説明】

【図１】本発明に係るインターネットを活用した施工管
理システムの概念図である。
【図２】第１の施工管理システムのブロック図である。
【図３】第２の施工管理システムのブロック図である。
【図４】逆オークションによる作業員・資機材調達シス
テムのブロック図である。
【符号の説明】
１…サーバ機能を有するコンピュータ（サーバ）、２…
インターネット回線、３…工事管理事務所、４…ブラウ
ザ機能付きコンピュータ、５…携帯用情報端末機器、６
…施工管理者、７…発注機関、８…本・支店、９…協力
会社、１０…資機材提供会社、１１…施工予定データフ
ァイル、１２…施工実績データファイル、１３…発注機
関用データファイル、１４…本支店用データファイル、
１５・１７…作業員・資機材の調達予定のデータファイ
ル、１６…作業員・資機材の調達状況、業務（搬入）予
定のデータファイル、１８…調達状況データファイル、
１９…協力会社・資機材提供業者用データファイル、２
０…見積情報用データファイル、２１…見積結果用デー
タファイル
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【図１】
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【図２】
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【図３】
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